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1月 第 3・ 4・ 5還 の 主 圃 ネL鐸 説 教 婁 約

・ 1月 15口 :ヨ ハネ福音書  1:35-42.

『 見よ、神の小羊 』

1月 22日 :コ ノヽ ネ福 音 書  2:1-11.

『  水か ら蘭萄 ,西  』

・ 1月 29日 :ヨ ハネ福音書  3:1-10.

『 真理√)保 留 』

衣笠病院教会 謝気彦手 官原晃一部



≪ 見 よ、神の子羊 ≫

見 よ、神の小羊 と叫んだのは、神でも小羊でもない洗礼者のヨハ ネで し

た。彼はその前 日、エルサ レムから差 し向けられた祭司や レビ人 、パ リサ

イ人から身上調査を受けていたのです |:)「 あなたは誰なのか 」、「 メシア

でも、エ リヤで
｀
も、あの預言者でもないとしたら、なぜ ここで洗ネLを 被け

ているのか 」と。彼 らが想定 してヽヽる「洗ネL者 の資格 」が、ここに見て取

れます。けれどもヨハネは、自分はそのいずれで もないことを明言 し、こ

う答えたので した。

私は 、預言者 イザヤが言 ったよ うに 、「 主の道 をまっす ぐにせ よ 」

と、荒れ野て
゛
嗜ばわ る者の声である :)(ヨ ノヽネ福音書 1:23)

イエスが「言 」 (ヨ ハネ福音書 1:1-5)で 、ヨハネは「声 」である

ことが 、ここに示 されているのです。額主による処刑が迫っている晩年の

「 声 」の前に、「 言 」がなん とか辿 り着 く時が来ます c)両 者が、相 まみえ

るところから宣教の時が開始 されます。

「 見よ、せの罪 を取 り除 く神の小羊 」。 久 しく待 ちにし「 神の小羊 」が

とうとうヨハネの前に出現 します。待機 して待 てと、ョハネを通わ した神

が命 じられたとお りに、甲斐あって、その目的は達成 されます。ヨハネは、

「 霊が下 って、その人の上にとどまるのを見たら 」、 その人 こそ神の子だ

と教 えられていたのでした。

彼の二人の弟子 もその教 えを享受 します。翌日、ヨハネが二人の弟子 と

共に外に立 っていると、神の子 イエ スがそこを通 りかか ります。その時ヨ

ハネはすか さず声 を上げます、「 見 よ、、神の小羊だ 」と。すぐさま彼らは

ヨハネの許から巣立 ってイェスの弟子 とな りました。

その うちの一人がアンデレで
｀
した。彼 こそイエスに従 った最初の弟―∫・だ

ったことがわか ります。彼はその足で見を迎えに行 きます 。そして白分が

「 メシアと出会 った 」ことを告げます。告げられたのはヨハネの子 シモン、

彼はこの直後にイエスからケファ (ギ lリ シャ語ではペ トロ )と い う綽名 を

付けられ 、その後は一貫してそれが呼び名として定着しました。ヨハネ福

音書は、漁師の兄弟の二人がガ リラヤ湖でイエスと由会 う前に、ヨルダン

川の岸辺ですでに一度 、山会 っていたことを教 えて くれます。



≪ 水か ら葡崎酒  》

その結婚式のせ話役は言いました、「誰で` も初めには良い葡萄,酉 を由し、

酔いが回った頃になってから劣ったものを出す ものだが 、あなたは良い葡

萄酒 を今まで
｀
とっておいたのだね 」と。そう言われたのは、身に覚えのな

いこの 日の花壻で した。もちろん返答は、「・・・・・ ?」 。

真相は、この 日、葡萄酒の不足に最初に気が付いたのはその場にいたイ

エスダ〕)母 マ リアで 、なぜかこの窮状 を患子の イj■ スに伝えます。おそら く

彼の 、いつ ものそっけない返答 (「 女 よ、私 とあなたの間に如何なる関係が

あるのか」)を 予測 しつつ。さらに宴の給仕の襄方に、キ際よ く、イエスと

の協働 を依頼 します。仕事の内容は水汽 6本 を水で満たし、せ話役 まで持

って行 くことで
｀
した。 1本 3～ 40Lも 入る水瓶で した。この予定外の出

来事に、世話役は さぞか し驚いたことで しょぅ。もちろん中の液体が美味

しい帯萄酒であることは直ぐ
｀
にその香 りが教えて くれました。花婚の「 身

に覚えのない葡萄酒 」はこうして始礼の席で振 る舞われます。

主φi)出 に備 えがある (創せ記 22章 )こ とと、葡萄,画 の不足の解消 との

間にいかなる関係があるのかを、経解いた人はいませんが 、どちらも同 じ
｀

神によってなされた事です。

さて、人 と人が結ばれる結婚 とい う出来事は、神 を介 してこそ成立する

とい う真実を聖書は教 えています。っまり、カナの略れは神 自らが締萄酒

を振 る舞 うことによって、参列者に絶大なる祝福 を賜っていたことがわか

ります。この無名の新部新婦の子孫が、後のキ リスト教会σ)史 えとな って

い ったかどうかは誰 も知 りません。

世界 を滅ぼすことも出来る神 とは葡萄酒の不足を補 う神で
｀
もあ ります。

この神は扁 をバンに変えることは しません。同様に戦車や ミサイルの不足

を補 うこともしません。流血 をもって勝利が得 られますようにと、い くら

祈 っても、その祈 りは聞き届けられることはあ りません。命の造 り上の意

志に反する祈 りは、神ではない人間の祈 りとして旧約聖書にはた くさん出

てきますが 、新約聖書ではイエスによって否定 され 、ことごとく退けられ

ました。

読者には くれ ぐれ も、そこから何かを学び取 ることが要求されます 。も

しキ |プ ス トのイコンを用いてで
｀
も、優略戦争を美化 しようとする者がいる

のなら、その者の運命は神に委ねられることになるでしょう。



≪ 真理の保 留 ≫

新共同訳聖薔では「 議員 」、最新の聖書協会共同訳では「指導者 」とい

う日本語に訳 されている “´ρχων"と ぃ う音代ギリシャ語は、本来、

第一位 (第 一人者 )」 を意味する言葉ですが、他にも主席、有力者、場合に

よっては有識者とい う意味にもな ります。ニコデモの社会的地位 (?)を
襄付ける言葉のようです。おそらくは学識経験者でもある彼が、ある夜イ

エスの許 を訪れて、語 りかけます。

ラビ (先 生 )、 あなたが神の許から来られた教師であることを、私

どもは無 っています。神が共におられるのでなければ、あなたがなさ

ったような徴は、誰 もなすことがで きません。

これは前章の 23節 に記 された内容を物語 っています。「 イエスがil瞳 越

祭でエルサ レムにいた時に、多 くの者が彼のな した徴 を見て、彼の名 を信

じた 」ことが記 されています。

さて、不特定多数の者がそれ を「 見 て彼の名 を信 じた 」のと比べると、

二,デモは信 じたのではな く、そこで
｀
徴がなされたことを「 知 ってい′〔,」

ので、その場からイエスを追え して、事情 を聰取するために来たのです。

彼は腹 をすか して後 を1.色 ったのではあ りません。この 、「信 じた 」ことと

「知 っている」ことの差異が問題 とな ります。両者の溝は埋 まりそうに も

あ りません。

さて、イエスのいるところは常に神の国の中ぬですが、日の前のニニ7デ

モはその国には入れ ません。せ っか く追ぃっぃたニコデモにイエスはその

ことを教 えます。あなたは知 りたいことを知 り尽 くすことはで
｀
きず 、信 じ

た者だけが 、神の国に入れられるのだと。この国の扉は矢口識の鍵では開か

ないのだと言わんばか りに。

私たちは何の知識 もな く親̀ か ら生まれました。その紀′滝さえな く、新 し

くこのせに生まれたのです。神の国の中へ と生み出される者 も、全 くこれ

と同 じであることをイエスは教 えます。人間は、神やその国のことを無識

として所有することはできないけれども、信 じてそこに入 ることならで き

ると。「 水 と霊 とによって、新 しく生まれなさい 」と。ニコデモの社会的

地位は、神の国では一切必要のない ものだったのです。


